
秋田市の乗合バス事業の現状

(１)運行状況

市内の乗合バスは、秋田中央交通㈱が、61路線189系統、平日の上りと下りを合わせて・

約1,900便が運行されている。

・バス路線は、秋田駅を中心に配置され、(通称)新国道、竿燈大通り、(通称)牛島本通り

に多くの路線が集中している。

・バス路線は、市内のほぼ全域をカバーしている。

(２)輸送人員と運送収入の推移

・広域路線ﾊﾞｽ(高速ﾊﾞｽ等は除外)を含んだ輸送人員に関する過去11年間の対前年減少率

の平均は4.6%、同様に、運送収入では4.6％の減少となっている。

・市内のﾊﾞｽ利用者の減少傾向は、おおよそ県内の利用者の減少傾向よりも緩やかである。

表1-2-1 年度別輸送人員と運送収入の推移 ）（単位：千人） （単位：百万円

前年比 前年比 前年比 運送収入 前年比年度 輸送人員 市内輸送 県内輸送
※1 ※1

人員 人員
※2

18,368 34,222 3,773H8 － － － －

17,065 - 7.1% 31,493 -8.0% 3,518 - 6.8%H9 － －

15,903 - 6.8% 29,327 -6.9% 3,250 - 7.6%H10 － －

14,313 -10.0% 12,794 27,055 -7.7% 2,840 -12.6%H11 －

14,241 - 0.5% 12,129 -5.2% 25,409 -6.1% 2,809 - 1.1%H12

12,618 -11.4% 11,562 -4.7% 21,877 -13.9% 2,558 - 8.9%H13

11,625 - 7.9% 10,299 -10.9% 19,778 -9.6% 2,390 - 6.6%H14

10,590 - 8.9% 9,614 -6.7% 18,155 -8.2% 2,204 - 7.8%H15

10,114 - 4.5% 8,806 -8.4% 17,178 -5.4% 2,093 - 5.0%H16

10,110 - 0.04% 8,610 -2.0% 16,590 -3.4% 1,995 - 4.7%H17

9,151 - 9.5% 8,449 -1.9% 1,853 - 7.1%H18 － －
※1 市外の営業所および秋田中央ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄを含む 期間-会計年度 各年4/1～3/31
※2 市内推計値(広域ﾊﾞｽ路線は距離で按分) 期間-ﾊﾞｽ補助金年度 各年10/1～9/31

図1-2-1 年度別輸送人員の推移 図1-2-2 年度別運送収入の推移

11,909 11,216 10,700
9,879

9,010

5,349

2,436 1,843
1,040 317 0

6,459

5,849
5,203

4,434
5,231

7,269

9,189
8,747

9,074
9,717

9,151

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

輸
送
人
員
（
千
人
）

秋田市交通局 秋田中央交通株式会社

2,095 2,016 1,915
1,659 1,517

880

408 301 165
2 0

1,678
1,502

1,335

1,181
1,292

1,678

1,982
1,903

1,928
1,993 1,853

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

輸
送
収
入
（
百
万
円
）

秋田市交通局 秋田中央交通株式会社

資料６



資料６

（３）バス路線の収支状況(H17.10.1～H18.9.30)

・市内の189系統の内、約70%の138系統が赤字である。

。 、 、・赤字額は約4億5千万円である 黒字路線の約1億1千万円を加えても 全体収支としては

約3億4千万円の赤字であり、その約80%である2億7千万円を国･県･市で補助している。

・赤字額の大きな路線は雄和循環ﾊﾞｽ、岩見三内線、太平線、仁別線等の市郊外部や五城目

線等の近隣市町村へ向かう路線が大部分である。

、 、 、 。・黒字額の路線は 地域中心を結ぶ新屋西線 新国道土崎線 新屋線が上位を占めている

・補助額の大きな路線は、雄和循環ﾊﾞｽ、岩見三内線、仁別等の東部路線、堀内線および下

新城線の北部路線であり、赤字額の大きな路線でもある。

（単位：百万円）表1-3-1 平成18年度 収支状況

事業者路線-系統数 収 入 経 費 収 支 補助金
負担額

赤字 39-138 955.4 1,401.6 △446.2
267.8 68.8

黒字 23- 51 716.5 606.9 109.6

計 62-189 1,671.9 2,008.5 △336.6 267.8 68.8

（４）路線移管状況

・行政改革の一環として、交通局の38路線(H16年度の3路線は秋田中央交通㈱と重複)を

秋田中央交通㈱へ平成12年度より移管しており、平成18年４月１日をもって移管を終了

した。

表1-4-1 年度別移管路線表

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
上北手 豊岩 駅東 仁別 添川 スケート場堀内

新国道土崎 下浜 中北手 秋田温泉 神田旭野 泉秋操将軍野

広面御所野 浜田 泉山王環状 手形山団地 神田土崎 交通局秋田中央交通 【 】

新屋 桜ヶ丘【山王】 【御所野ﾆｭｰﾀｳﾝ】

川尻割山 城東大学病院茨島柳原

新屋西 神田経法大御野場団地

【神田土崎】経法大 御所野ﾆｭｰﾀｳﾝ【 】

新港線 山王商業 築地経法大

【山王】 【経法大】御野場団地

大住団地

臨海経由土崎

茨島牛島環状

二ツ屋福島

寺内経由土崎

堂ノ沢

楢山大回り

東営業所

【新国道土崎】

3路線 16［15］路線 8［6］路線 7［6］路線 3路線 3［2］路線 3路線

計43［38］路線

※ ［ ］は重複路線を除いた路線数

（ は移管後の路線名称が旧交通局路線名称(【】内の路線名称)と異なる路線

は重複路線名称

は平成17年度に試験的に委託運行を開始した西部路線の名称


